
首里城火災における火災原因調査の状況

１ 発生日時等
覚知時刻 令和元年10月31日 ２時41分
鎮圧時刻 令和元年10月31日 11時00分
鎮火時刻 令和元年10月31日 13時30分

２ 発生場所
住 所 沖縄県那覇市首里当蔵町３－１
出火箇所 首里城正殿１階

３ 火元建物（正殿）の概要
構 造：木造
階 数：地上３階建て
延べ面積：1199.24㎡
【消防用設備等の設置状況】
消火器、屋内消火栓設備、屋外消火栓設備※１、
自動火災報知設備、放送設備、消防用水※１

【その他の防火設備】
放水銃※１、ドレンチャー設備※２

※１ 正殿の消火や延焼防止のために正殿周辺に設置。
※２ 周囲の建築物等からの延焼を防止するため、水を放射し水の幕を作る設備。

４ 火災原因調査の状況
・出火の可能性が高いと考えられる正殿１階北東部分の部屋を中心に
調査。（点線赤枠部分）

・当該部屋には、分電盤が設置されており、出火時も一部の配線系統
は通電されていたこと、コンセントに延長コードを介して、LED照
明が接続されていたこと等が確認されている。

・分電盤そのものには、現時点では出火の痕跡は確認されていない。
・延長コードにおいてショートの痕跡が見られるが、これが出火原因
となったのかどうかは現時点では特定できていない。
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